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本本技技術術のの特特徴徴・・従従来来技技術術ととのの比比較較

用用途途・・応応用用分分野野

研研究究者者特特許許・・論論文文

石炭火力発電所から排出される産業廃棄物である
石炭燃焼飛灰（フライアッシュ）をアルカリ溶液および
水ガラスと反応させることにより硬化体が得られる。

技技術術のの概概要要

フフラライイアアッッシシュュ粒粒子子のの表表面面活活性性化化にによよるる
高高強強度度ジジオオポポリリママーー硬硬化化体体のの開開発発

次世代のコンクリート材料として、公共事業などの土木・建設分野での利用が見込まれる

ジオポリマーのカチオン固定化能を活かして、重金属イオンや放射性元素の固定化用途も検討

されている

フライアッシュ粒子に対して機械的処理を施すことにより、硬化反応性・機械的特性を向上できる

セメントコンクリートと異なり、クリンカーの焼成工程を必要としないため、セメントコンクリートの

代替材料として用いることにより二酸化炭素排出量を削減できる
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フライアッシュ粒子 表面処理
フライアッシュ粒子 ジオポリマー硬化体

アルカリ溶液と水ガラスとの
脱水縮合反応

機械的処理時間とジオポリマーの
圧縮強度の関係
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脱水縮合反応による非晶質のポリマーであり、セメン
トコンクリートの代替材料として使用可能な構造的強度
と優れた耐酸性・耐熱性を有する。

粉砕装置を用いて機械的エネルギーをフライアッシュ
粒子に与えることにより、粒子表面を活性化することや
微粒子化することができる。硬化反応性が向上するた
め、室温などの緩和な養生条件によりジオポリマーを
作製できる。フライアッシュ粒子への表面処理は、圧縮
強度や耐酸性の向上にも効果がある。
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